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①
幕
末
・
明
治
初
年
に
お
い
て
全
国
的
に
農
民
腰
の
分
解
が
進
行
し

　
て
お
り
、
そ
の
な
か
か
ら
資
本
主
義
的
関
係
が
成
立
し
て
き
て
い

　
る
。
し
か
し
そ
の
よ
う
な
経
済
的
発
展
の
地
域
性
は
か
な
り
大
き

　
い
。

②
そ
の
よ
う
な
経
済
的
発
展
と
と
も
に
地
主
鰯
も
か
な
り
形
成
さ
れ

　
て
き
て
い
る
が
、
そ
れ
は
基
本
駒
に
は
中
農
層
を
基
礎
と
し
て
成

　
立
し
て
い
る
。

③
し
か
し
、
経
済
酌
発
展
の
基
本
的
方
向
－
商
品
経
済
の
発
展
↓

　
農
民
層
分
解
…
↓
資
本
主
義
の
形
成
一
に
規
定
さ
れ
て
地
主
制
に

　
は
い
ろ
い
ろ
の
類
型
が
存
在
す
る
。

　
本
稿
は
わ
た
し
が
い
ま
ま
で
に
分
析
し
て
き
た
こ
の
段
階
に
お
け

る
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
発
展
に
つ
い
て
の
一
応
の
総
括
で
あ
る
と
と
も
に
、

そ
れ
を
前
提
と
す
る
地
主
制
研
究
に
つ
い
て
の
見
通
し
を
述
べ
た
も

の
で
あ
る
。
実
証
的
・
理
論
的
に
不
十
分
な
点
を
多
く
含
ん
で
い
る

が
、
今
後
は
農
民
層
分
解
と
地
主
制
を
さ
ら
に
統
一
的
に
把
握
す
る

た
め
に
当
時
に
お
け
る
農
業
経
営
1
と
く
に
農
業
生
産
力
の
具
体

的
在
り
方
一
に
つ
い
て
研
究
を
す
す
め
た
い
。
な
お
本
稿
は
一
四

〇
枚
の
竜
の
を
紙
数
の
制
限
で
約
六
〇
枚
に
縮
少
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
の
で
論
旨
の
十
分
理
解
で
き
な
い
点
が
少
く
な
い
か
も
し

れ
な
い
が
お
許
し
を
え
た
い
。

〔
付
記
〕
史
料
を
貸
与
し
て
い
た
だ
い
た
京
都
大
学
大
学
院
の
高
沢
裕
一
、

酒
井
｝
、
有
※
貞
夫
の
三
氏
に
感
謝
す
る
。

　
史
学
研
究
会
五
月
例
会
予
告

日
　
時
　
　
五
月
二
十
一
工
日
（
土
）

場
　
所
　
　
京
大
文
学
部
　
第
八
教
室

講
師
・
演
題
イ
ン
ド
の
旅

　
　
　
　
　
ー
イ
ソ
ド
仏
教
史
跡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
調
査
団
帰
朝
報
告
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
樋
　
口
　
隆
康

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
梶
　
山
　
雄
　
一

　
昨
年
十
一
月
よ
り
本
年
三
月
置
で
、
印
度
各
地
を
旅
行
し

て
調
査
さ
れ
た
印
度
仏
教
史
跡
調
査
団
の
帰
朝
報
告
で
す

（
ス
ラ
イ
ド
使
用
）
。
な
お
、
六
月
例
会
（
六
月
六
日
・
土
）
は
、

エ
ク
ス
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
予
定
し
て
い
ま
す
（
場
所
未
定
）
。
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れ
、
ま
た
貧
民
・
流
民
へ
の
公
田
仮
与
が
行
な
わ
れ
た
結
果
、
多
分

に
国
家
的
土
地
所
有
の
性
格
を
も
つ
た
田
土
に
お
け
る
民
田
の
経
営

が
展
開
さ
れ
、
幾
多
の
中
・
小
農
厚
層
を
、
国
家
権
力
の
支
配
下
に

育
成
保
護
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
凝
れ
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う

な
体
制
の
整
備
強
化
へ
の
努
力
は
、
魏
厄
後
に
お
け
る
分
裂
的
・
割

拠
的
傾
向
・
お
よ
び
・
豪
族
勢
力
の
発
展
に
よ
っ
て
い
よ
い
よ
拍
車
を
か

け
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　
ま
た
前
漢
の
帝
室
財
政
機
構
か
ら
蝉
脱
し
て
、
皇
帝
鶴
近
の
政
務

機
関
と
な
っ
た
後
漢
の
少
府
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
基
本
的
関

係
の
上
に
立
つ
専
制
君
主
の
枢
密
機
関
と
し
て
、
政
務
の
機
密
を
つ

か
さ
ど
る
尚
書
の
権
…
力
が
、
宰
相
と
し
て
い
よ
い
よ
重
く
な
る
と
と

も
に
、
郡
県
綱
的
支
配
の
最
高
監
察
官
で
あ
る
御
史
中
丞
お
よ
び
司

隷
校
尉
が
、
尚
書
と
と
も
に
三
独
坐
と
称
せ
ら
れ
て
、
宰
相
に
つ
ぐ

重
要
な
地
位
を
し
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
し
て
魏
晋
以
後
に
な
る

と
、
少
府
所
属
の
尚
書
そ
の
他
の
政
務
機
関
は
そ
れ
ぞ
れ
名
実
と
屯

に
独
立
し
、
財
政
機
構
を
竜
そ
の
な
か
に
吸
収
し
て
専
制
権
力
の
中

央
官
制
は
」
段
と
整
備
さ
れ
、
唐
代
に
お
け
る
政
治
体
系
の
前
駆
的

形
体
が
で
き
あ
が
る
。
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
魏
晋
以
後
、
唐

に
い
た
っ
て
完
成
す
る
国
家
体
制
は
、
す
で
に
後
漢
時
代
に
お
い
て

そ
の
祖
形
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
と
も
に
、
園
家
納
土
地
所
有

に
さ
さ
え
ら
れ
た
民
田
経
営
の
前
提
も
、
後
漢
時
代
に
墾
田
政
策
や

公
田
贈
与
政
策
を
通
じ
て
推
進
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
か
く
し
て
後
漢

時
代
の
政
治
体
制
が
、
そ
れ
以
後
に
対
し
て
果
し
た
役
割
は
実
に
大

き
い
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
　
〔
附
…
記
〕
　
本
山
桐
は
肯
人
触
即
省
科
学
研
鷹
九
費
に
よ
w
⇔
綜
ム
ロ
研
催
ん
　
「
山
ハ
翻
判
階
唐
講

　
国
家
の
権
力
機
構
と
そ
の
変
遷
」
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

執
筆
巻
紹
介

合柴士爵西横山中中

㌦震上村田澄諄

裕　＿雨承健　　茂
　　二　　　　　九
作実郎貞佑一三哲郎

京
都
大
学
芋
擾

京
都
大
学
助
手

京
都
大
学
大
学
院
学
生

関
西
大
学
教
授

夏
山
高
校
教
諭

東
京
大
学
助
教
擾

立
命
館
大
学
教
擾

京
都
大
学
教
授

朱
雀
高
校
教
諭
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，

＼

京
大
教
授
赤
松
俊
秀
校
註

隔
奨
記
第
一
頸
諜
叶
轟

　
　
鹿
苑
寺
中
興
二
世
鳳
林
示
章
の
日
録
で
あ
る
本
再
は
、
禅
宗
・
鹿
苑
寺

　
　
（
金
閣
）
史
の
み
で
な
く
、
近
世
初
頭
の
文
化
史
・
礼
会
史
の
貴
重
な

　
　
史
料
で
あ
る
。

　
　
　
　
A
5
版
　
七
七
〇
頁
・
木
文
5
号
棒
組

　
　
　
詳
細
な
頭
註
・
傍
註
及
び
句
読
点
を
付
す

　
　
　
（
近
刊
）

　　

@　

u
糞
記
第
二
到
凱
三
郷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
発
行
　
　
　
鹿
　
　
苑
　
　
寺

本
書
を
会
員
各
位
に
御
取
次
い
た
し
業
す
。
　
　
頒
価
実
費
二
、
0
9
つ
円

送
料
八
○
円
　
前
金
に
て
御
申
、
山
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
　
学
　
研
　
究
　
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
振
替
京
都
五
一
五
五
爵

監
修
家
永
三
郎
小
学
偉
一
川
崎
庸
之
佐
木
秋
夫

日
本
宗
教
史
講
座
髄
尊
重
謄
甥

　
　
第
一
巻
国
家
と
宗
教
　
　
第
三
巻
宗
教
と
民
衆
生
活
　
…
白
飯

　
　
　
　
川
崎
庸
之
　
黒
川
俊
雄
　
　
柴
田
　
実
　
北
四
　
弘
　
　
…
北
区

書
…

ヤ
刊
〉
縄
獺
会
鶉
喋
梅
予
嬬
。
粥
）

　
　
　
　
　
　
編
集
後
記

　
別
項
に
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
よ
う
に
、
委
員
会
の
顔
ぶ
れ
も
新
年
度
と
と
も

に
少
し
ば
か
り
変
り
ま
し
た
。
な
が
ら
く
や
っ
て
い
る
と
、
い
つ
の
ま
に
か
知

り
介
つ
た
同
志
の
気
や
す
さ
で
、
表
向
ぎ
は
ス
ム
ー
ズ
に
、
し
か
し
深
刻
な
問

題
は
つ
い
わ
き
へ
置
き
去
り
に
し
た
ま
ま
、
安
易
に
編
集
を
す
ま
せ
て
い
く
傾

向
が
な
き
に
し
も
あ
ら
ず
。
新
し
い
委
員
会
の
発
足
に
際
し
て
大
い
に
自
戒
し

た
い
と
こ
ろ
で
す
。

　
本
号
も
、
す
ぐ
れ
た
論
稿
を
多
数
頂
く
こ
と
が
で
ぎ
ま
し
た
。
新
緑
の
季
節

を
迎
、
κ
て
、
史
林
の
新
し
い
芽
の
さ
ら
に
す
ご
や
か
な
成
長
を
、
皆
様
と
と
も

に
見
守
っ
て
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
朝
尾
直
弘
）

蕪
舷
鑛
朋
需
翻
　
定
価
薗
円

　
史
　
林
（
第
四
二
巻
第
三
号
）

　
　
　
京
都
市
左
京
区
吉
田
本
町

　
　
　
京
都
大
学
文
学
部
内

発
行
所
史
学
研
究
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
振
替
京
都
五
一
五
五
番

　
　
　
　
　
　
理
事
長
　
　
宮
崎
市
定

　
　
　
　
　
　
編
集
主
任
　
赤
松
俊
秀

　
　
　
京
都
市
下
京
区
西
七
条
御
所
ノ
内
東
町
三
九

印
刷
所
　
中
村
印
刷
株
式
会
社
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